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WHO協会インターン報告

はじめに
～ブルーリ潰瘍と NTDs ～

　私は皮膚科入局後、国内発症のブルー
リ潰瘍症例の治療に携わったことをきっ
かけに、2015 年以降、WHO 本部での
ブルーリ潰瘍の専門家会議に定期的に参
加するようになりました。ブルーリ潰瘍
は、顧みられない熱帯病（Neglected 
Tropical Diseases：NTDs）に分類され
る熱帯皮膚病で、抗酸菌の一種である
Mycobacterium (M).ulcerans の感染に
より皮膚に潰瘍を起こします。 M.
ulcerans が出すマイコラクトンという
脂質毒素により、宿主が痛みを感じない
間に潰瘍病変が緩徐に進行し、四肢の拘
縮や切断などの障害を負うリスクとなり
ます。蔓延国であるガーナを含むアフリ
カ諸国を中心に、年間約 4000-5000 例

（約半数が 15 歳未満）の発症を認めま
すが、日本国内でも認知度は低いものの、
年間約数例の発症を認めています。
　NTDs は約 150 の熱帯の国や地域を
中心に蔓延している寄生虫、細菌、ウイ
ルス等の感染症のことで、現在、ブルー
リ潰瘍以外にもリーシュマニア症やデン
グ熱、狂犬病など、20 の疾患があります。
世界中で 14 億人以上がこれらの感染症
で健康な生活を脅かされています。
NTDs の分野は現在患者数に比して、世
界的に専門家の数が不足していると言わ
れています。研究も十分に進んでおらず
未解明な部分も多く、治療にアクセスで
きずに苦しむ方も多いと知り、大学院博
士課程卒業を機に、NTDs についてさら

に詳しく学ぶために今回の留学を決意し
ました。

配属先部署
　希望通り、スイス・ジュネーブの
WHO 本部における、NTDs の部署に 8
～ 9 月の 6 週間、配属されました。本
部署は、多種多様な NTDs をカバーし
ており、私が専門とするブルーリ潰瘍は、
ガーナ出身の Medical Officer である
Asiedu Kingsley 先生が担当されており、
私のスーパーバイザーは Kingsley 先生
でした。

主な仕事・役割
～ NTDs に対する取り組み～

　 私 が 与 え ら れ た 仕 事 は 主 に、 ①
Community level での skin NTDs 教育
用資料の作成、②アフリカ諸国でも広く
普及している、スマートフォンなどを用
いた遠隔診療（Digital Health）を進め
ていく上での、皮膚科医としての専門的
な意見・介入、③熱帯病に関する大型国
際研究費の応募、という 3 点でした。
　①に関しては、現地で多様な皮膚
NTDs の各疾患の診療に携わる各国の医
療スタッフの方々からご提供いただいた
臨床写真などをもとに、資料の作成を行
いました。これまで、District level で
の教育用資料として、詳しい文章で皮膚
NTDs の各疾患の説明が記載された資料
はありましたが、Community level に
おいて、文字が読めない患者さんやご家
族への説明にも使えるような資料は存在
しなかったため、典型的な臨床経過が一

目でわかる写真を 4 コマ漫画形式で掲
載した資料を作成することになりました。
NTDs 蔓延国において医療を行う上で、
まず住民の方々に対し、どのような皮膚
の状態になったら医療機関を受診するべ
きで、治療しない場合はどのような転機
を辿るかということを教育し、医療を受
けるタイミングと重要性を教育すること
は非常に重要です。早期に医療機関を受
診し、コンプライアンス良く治療を行う
ことが、多くの疾患で後遺症を残さず治
療を成功する上で大切なポイントになり
ますが、そのためにはこのような教育が
欠かせません。この資料作成の仕事は、
ジュネーブでの 6 週間の短い期間では
終わらなかったため、残りは日本に持ち
帰り、帰国後も引き続き Kingsley 先生
と連絡を取りつつ、進めることになりま
した。
　②に関しては、WHO 本部において、
皮膚疾患に限らず Digital Health のプロ
ジェクトを進めている担当者の方とミー
ティングを行い、画像での遠隔診療が期
待されている皮膚疾患における実用化へ
の議論をしました。アクセスのしやすさ
という観点から、特別な機器を準備しな
くても、例えば多くの人が所有している
スマートフォンと、普段広く使用されて
いる連絡用アプリなどを利用した遠隔診
療の実現の可能性について、メリットと、
想定される様々な問題点などを挙げて議
論し、実用化への課題を検討しました。
　③に関しては、日本の研究機関が主体
となって応募する国際研究費で、「ブル
ーリ潰瘍における臨床現場即時検査
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（Point of Care Testing: POCT）の開発」
のテーマで、応募書類の作成・申請を行
いました。ちょうど私がジュネーブに滞
在した 6 週間の間に、一次選考の締め
切り（Intent to Apply Submission）と、
二 次 選 考 の 締 め 切 り（Full Proposal 
Submission）の日程が重なったため、
私の留学期間の最初から最後までかけて
取り組んだ仕事となりました。
　他、ブルーリ潰瘍蔓延国における様々
な研究調査の打ち合わせも進めました。
WHO 本部での 6 週間が終わった翌週は、
NTDs の部署のうち多くのメンバーと一
緒にリバプールに移動し “NTDs NGO 
Network （NNN） Conference 2019” と
いう国際会議に参加しました。

学んだこと・身についたこと

　国際研究費応募の仕事を通して、共同
研究機関を探す段階から始まり、英語で
の応募書類作成及び申請、計 7 つ（4 か
国）に及ぶ共同研究機関との各国の時差
を計算した連絡のやり取りなど、国際的
に協力して一つの仕事を進めることの難
しさを経験することができました。語学
力だけではないコミュニケーション能力
や、研究分野における専門知識など、実
際に仕事を進めていく上で必要となる課
題を知ることができました。

感想・印象に残ったこと
　普段、日本では臨床医として働いてい
るため、週に 4 日は朝から外来診療を
行い、外来終了後、医局に戻って様々な

研究や書類作業などの仕事を行っていま
す。日本でブルーリ潰瘍などに関する仕
事に少しずつ携わらせていただいており
ましたが、臨床が中心の生活で、やはり
目の前の仕事で頭がいっぱいになってし
まう毎日でした。今回、初めて臨床から
離れて NTDs の仕事に集中して広い視
野で取り組み、このような医療への関わ
り方もできるのだと実感できたことは、
自分にとって大きな収穫でした。
　私が配属された NTDs の部署は、皆
気さくに話しかけて下さったり、食事に
誘ってくださったりと、暖かくて相談し
やすい雰囲気の、素晴らしい環境でした。
6 週間過ごす中で、色々と困りごと（パ
ソコンが壊れるなど）が有りましたが、
そのたびに優しく助けてくださいました。
ジュネーブにはレマン湖という大きな湖
があり、仕事終わりに部署のメンバーで
レマン湖のほとりで美味しいチーズやキ
ッシュを持ち寄って、お誕生日会をした
のはとても楽しかったです。

これから WHO インターン /
ボランティアを希望する人へ
　私は博士号を取得後、半年ほどで渡航
でしたので、インターンではなくボラン
ティアの枠で採用されました。インター
ン制度については最近少し変更があり、
インターンは従来のカフェテリアでのラ
ンチ割引の他にも、一部金銭的な補助が
出るようになったそうです。物価が高い
ジュネーブでの生活は誰にとっても大変
ですが、特に途上国からのインターンの

参加を応援する意味もあるとのことでし
た。
　WHO 本部でのインターンは特に夏は
人気が高く、採用までの道のりが長いこ
ともあるかもしれません。ボランティア
は、WHO からの金銭的な補助はありま
せんが、インターンよりも自由度が高く、
実際の業務内容としては個人の能力に合
わせて仕事が与えられるため、WHO で
働くという目的を果たす為には、大変良
い選択肢になると感じました。職場は皆
一緒なので、同時期に働いている各国か
らのインターンの方々とも交流があり、
毎日彼らと一緒にランチを食べて喋るこ
とは、一番の息抜きでした。特に仲良く
なったインターンの方とは、WHO の建
物の中を探検したり、週末一緒にピクニ
ックをしたりと、楽しい思い出が沢山で
きました。

おわりに
　最後に、現地で私を受け入れてくださ
った WHO 本部の NTDs の部署の皆様、
WHO 本部の結核の部署にご勤務されて
おり、今回の渡航に関して様々なアドバ
イスをしてくださった錦織信幸先生、普
段からの活動に加え、今回の渡航を支え
てくださった名古屋大学の皆様、渡航に
際しましてご支援いただきました公益社
団法人 日本 WHO 協会、公益財団法人 
村田学術振興財団、公益財団法人 豊秋
奨学会、公益財団法人 大山健康財団の
皆様、その他関係者の皆様に厚く御礼申
し上げます。

スーパーバイザーの Kingsley 先生と NTDs の部署でランチタイムのパーティー
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